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申し込みのあった建造物の全てを登録するものではありま
せん
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　この町家は明治時代に建てられたもので、表を商
店、奥を住居として長年使用してきました。現在は
家族が住居として使っていますが、屋根や外壁の傷
みが気になっていたんです。そんなときに広報高崎
でこの制度を知りました。建てられた当時の雰囲気
を残したいと思い、屋根は建築当時の瓦屋根を再現
して、外壁は昔ながらの下見板張りにしました。通
りがかった人がきれいになった町家の写真を撮るな
ど、まちの人たちに楽しんでもらえています。この
制度の利用が、町家を維持していこうと強く思うきっ
かけになりました。これからも必要な部分は直しなが
ら、大切に残していきたいです。
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明治時代に、糸屋兼住居として田町に建築された町家。まちが移り変わる明治時代に、糸屋兼住居として田町に建築された町家。まちが移り変わる
中でも残ってきた貴重な建物中でも残ってきた貴重な建物

田中 芳美さん
（棟高町）

■登録・認定までの流れ

建造物の所有者が申込書を提出
（8月31日㈬まで）

現地調査（聞き取り・写真撮影）

景観審議会（意見聴取）

歴史的景観建造物に登録

特定歴史的景観建造物に認定

●建造物保全のための相談サービス

●建造物保全のための相談サービス
●建造物の外観修繕の工事費用の助成     
　（限度額300万円、市の予算の範囲内）
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建造物の認定を受けた人に聞きました

今年も来ました、祭りの季節

高崎の夏祭りのお知らせ
7月下旬から9月上旬にかけて、市内各地で夏祭りや花火大会が開催されます。

今回号では、箕郷ふるさと祭りと榛名の祭り花火大会について紹介。
ぜひ会場に足を運んで、高崎の夏を楽しんでください。

それ以外の地域の夏祭りと高崎まつりは、本紙8月1日号でお知らせします。

榛名の祭り花火大会

　ボートからの投げ込み花火と湖上からの打ち上げ花火の共演が、
夏の夜空を彩ります。
●時間＝午後8時～9時　●荒天のとき＝12日㈮に延期　●問い合わ
せ先＝榛名支所産業観光課（☎ 374-5111）

8月5日㈮期日

榛名湖畔（南側の商店街周辺）会場

箕郷ふるさと祭り

●内容と時間　芝生広場のイベント＝午前11時～午
後3時　ステージショーほか＝午前11時～午後7時
30分　花火大会＝午後7時30分～8時　●問い合わ
せ先＝箕郷支所産業課（☎ 371-5111）

7月31日㈰期日

ふれあい公園会場

祭

イベント名 開催日 問い合わせ先

新町ふるさと祭り「花火大会・灯ろう流し」 8月16日㈫ 新町商工会（☎0274-42-0930）

吉井ふるさと祇園祭り 8月20日㈯ 吉井支所産業課（☎387-3111）

ぐんま「はにわの里」夏まつり 8月21日㈰ 群馬支所産業課（☎373-1211）

くらぶちの夏祭り 8月27日㈯ 倉渕支所地域振興課（☎378-3111）

高崎まつり・山車まつり・技能祭・大花火大会 9月3日㈯・4日㈰ 観光課（☎321-1257）

下記の祭りの詳細は、広報高崎8月1日号でお知らせする予定です
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